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量
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回
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す
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日
本
の
総
発
電
量
は
、

10
,0

13
億

kW
h（

20
20
年
度
　
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー

統
計
）で
あ
り
、
電
力
消
費
は
最
終
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
約

27
%
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
の
電
力
を
ま
か
な
う
た
め
、
火
力

発
電
、
水
力
発
電
、
原
子
力
発
電
や
太

陽
光
発
電
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
利
用
し
て
い
る
（
図

1）
。

　
し
か
し
、
発
電
し
た
電
力
を
大
規
模

に
蓄
え
る
こ
と
は
今
の
技
術
で
は
で

き
な
い
の
で
、
需
要
に
あ
わ
せ
て
発

電
す
る
こ
と
に
な
る
（
図

2）
。
こ
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
供
給
不
足
に
な
る

と
、
電
圧
や
周
波
数
が
変
動
し
た
り
、

大
規
模
な
停
電
が
起
こ
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
、
停
電
に
な
ら
ず
と

も
、電
圧
や
周
波
数
の
数

%
の
変
化
が
、

工
業
製
品
製
造
の
品
質
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
電
力
の
安
定
し

た
供
給
が
重
要
と
な
り
、現
在
は
、日
々

の
需
要
の
変
動
を
季
節
や
天
候
な
ど
を

考
慮
し
て
推
定
し
、
主
に
火
力
発
電
の

出
力
調
整
で
対
応
し
て
い
る
。

　
電
力
の
需
要
は
、

1
日
の
う
ち
で
も

時
間
に
よ
っ
て
、
ま
た
季
節
に
よ
っ
て

大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
天
候
に
よ
っ

て
も
大
き
く
変
動
す
る
（
図

3、
図

4）
。

　
実
際
に
、

19
87
年

7
月

23
日
昼
に

は
、
夏
場
の
暑
さ
の
た
め
需
要
が
予
想

を
超
え
て
増
加
し
、
関
東
地
区

28
0
万

戸
の
大
規
模
停
電
が
お
こ
っ
た
。
　

　
電
力
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
太
陽

光
導
入
量
が
多
い
九
州
エ
リ
ア
で
、

20
18
年

10
月
、
太
陽
光
発
電
の
出
力

変
動
に
対
し
て
火
力
発
電
な
ど
に
よ
る

調
整
が
困
難
に
な
り
始
め
た
た
め
、
国

内
で
初
め
て
太
陽
光
発
電
の
出
力
抑
制

が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、

20
20
年
は

強
い
寒
波
で
大
雪
と
な
り
、
暖
房
に
よ

る
電
力
需
要
の
増
加
の
一
方
、
太
陽
光

発
電
が
停
止
し
、
火
力
発
電
の
燃
料
で

あ
る

LN
G
が
底
を
つ
く
恐
れ
が
生
じ

た
た
め
、
西
日
本
の
電
力
会
社
間
で
の

電
力
の
融
通
や
、
消
費
者
へ
の
節
電
の

要
請
が
行
わ
れ
た
。
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光

［
実
　
験
］
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

【
目
　
的
】
手
回
し
発
電
機
で
需
要
に
あ
わ
せ
た
発
電
を
体
験
し
よ
う
。

【
方
　
法
】
下
図
の
回
路
を
組
み
、
班
の
中
で
発
電
側
と
、
需
要
側
に
分
か
れ
、

発
電
側
は
常
に

4V
に
な
る
よ
う
に
手
回
し
発
電
機
を
回
し
、
需
要
側
は
、
発
電

機
か
ら
の
端
子
に
、抵
抗
を

1
本
、 2
本
（
直
列
、並
列
）
な
ど
に
つ
な
ぎ
替
え
る
。

近
年
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
が
普
及
し
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
今
の
段
階
で
主
力
な
発
電
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利

用
し
て
安
定
供
給
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
技
術
開
発
が
期
待
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
各
自
で
調
べ
、
班
で
話
し
合
お
う
。

【
気
付
き
と
感
想
】
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天候
に発
電が
左右
され
る太
陽光
のバ
ック
アッ
プに
は火
力発
電が
使わ
れる

（
記
入
例
）

 ・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
量
は
、
天
候
な
ど
に
大
き
く
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
あ
る
程
度
で
と
ど
め
る
必
要
が
あ
る
。

 ・
不
安
定
な
発
電
を
一
度
た
め
て
利
用
す
る
、
蓄
電
技
術
の
発
展
と
普
及
が
必
要
。

 ・
需
要
を
細
か
く
分
析
す
る
技
術
を
開
発
し
て
需
要
と
供
給
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

（
記
入
例
）

抵
抗
を
つ
な
ぎ
替
え
る
と
、
手
応
え
が
重
く
な
っ
た
り
、
軽
く
な
っ
た
り
し
た
。

一
定
の
回
転
を
保
つ
の
が
大
変
だ
っ
た
。

小
さ
い
抵
抗
を
つ
な
ぎ
電
流
が
大
き
い
と
き
手
応
え
が
重
く
な
っ
た
。
　
な
ど


